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及的に規定する post-inference と未出の聞き返し発話を投射的に規定する pre-inference の存在を
主張する。第５章「予測的推論処理と感動詞」では、課題Ⅱを検討し、手続き的意味による制約が感
動詞の記号化に含まれていること、後続発話の未出段階において行われた予測的推論が後続発話が発
話された時点でキャンセルされることがあること、発話が自分に向けられている相対的な度合い（ア
ドレス性）を判定して発話者の意図明示性を見積もり、それを根拠に意味表示の復元へと促されるこ
とを明らかにする。第 6章「推論における言語・パラ言語・非言語のインターフェイス」では、課題
Ⅲについて検討し、聞き返し発話の予測的推論処理に対する感動詞の関与が、アドレス性の違いや感
動詞が表す意味のタイプの違いなどによって一様ではないことを示す。第７章「総合的考察:聞き返
し発話のオンライン処理と推論操作の最適化」では、オンライン処理を支援する情報を提示するとと
もに、コミュニケーションストラテジーの研究分野および日本語学習者に向けたフィードバックを行
う。第 8章「結論」では、聞き返し発話の語用論的意味の復元過程では、聞き返し発話、感動詞、視
線が相互作用すること、そのためその復元過程は各刺激の有機的結びつき方が推論に影響を与えるた
め一様ではなく多様化することを結論として述べる。 
本論文は、考察の掘り下げにやや不足する部分はあるものの、理論的考察と実証的な実験とにより、
これまであまり取り上げられてこなかった聞き返し発話の解釈における語用論的推論の実態の把握
に成功しており、斯学の発展に寄与するところ大である。よって、本論文の提出者は、博士（文学）
の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
